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主 

張

金
属
労
協
議
長
　
西
原 

浩
一
郎

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年
・
二
〇
一
〇
年

堅
調
さ
等
に
支
え
ら
れ
、
一
時
期
の
歴
史
的
な

苦
境
か
ら
は
脱
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
各
産
業
・

企
業
毎
の
回
復
度
合
い
に
バ
ラ
ツ
キ
も
あ
り
、

依
然
と
し
て
中
小
企
業
を
中
心
に
、
総
じ
て
厳

し
い
事
業
・
職
場
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
日
本
経
済
全
体
が
、
直
近
、
デ
フ
レ
の

進
行
や
為
替
の
不
安
定
な
動
向
等
に
よ
り
、
先

行
き
不
透
明
感
を
、
よ
り
加
速
し
て
い
る
。
特

に
デ
フ
レ
は
、
商
品
価
格
の
低
下
を
通
じ
て
企

業
収
益
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
雇
用
・
賃
金

調
整
圧
力
を
高
め
、そ
れ
が
消
費
の
減
退
を
招
き
、

物
価
の
更
な
る
低
下
圧
力
に
つ
な
が
る
と
い
う

ス
パ
イ
ラ
ル
状
態
に
陥
り
つ
つ
あ
る
。
デ
フ
レ

の
深
刻
化
は
、
も
の
づ
く
り
産
業
に
と
り
、
収

益
の
低
下
・
財
務
体
質
の
悪
化
を
通
し
て
、
研

究
開
発
投
資・設
備
投
資
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
で
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
衰
退
、
す
な
わ
ち
国
内

も
の
づ
く
り
産
業
基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
。

　

な
お
、
デ
フ
レ
の
要
因
は
複
合
的
だ
が
、
内

　

金
属
労
協
と
し
て
２
０
１
０
年
を
、
金
属
産

業
の
将
来
的
な
国
内
の
産
業
基
盤
を
維
持
・
強

化
し
、
働
く
者
の
雇
用
と
生
活
の
将
来
展
望
を

切
り
拓
く
た
め
の
、
確
固
た
る
方
向
性
を
見
い

だ
す
年
と
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

働
く
者
の
雇
用
と
生
活
の

将
来
展
望
を
切
り
拓
く

方
向
性
を
見
い
だ
す
年
に

　

一
昨
年
秋
以
降
、
世
界
金
融
危
機
・
世
界
同

時
不
況
の
直
撃
を
受
け
た
金
属
産
業
は
、
輸
出

依
存
を
高
め
て
い
た
自
動
車
産
業
、
電
機
・
電

子
産
業
を
中
心
に
、
急
激
な
生
産
・
在
庫
調
整

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
影
響
が
素
材
・
部
品
・

工
作
機
械
等
の
広
範
な
金
属
も
の
づ
く
り
産
業

分
野
に
波
及
す
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
極
め

て
深
刻
な
産
業
・
企
業
状
況
に
陥
っ
た
。
現
状
、

金
属
産
業
は
、
日
本
を
は
じ
め
各
国
政
府
の
景

気
・
経
済
対
策
や
、
中
国
な
ど
新
興
国
市
場
の

閣
府
の
試
算
で
は
35
兆
円
規
模
に
の
ぼ
る
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
、
す
な
わ
ち
供
給
過
剰
と
需
要
不
足

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
と
新
興
国
の
台
頭
に
よ
る
国
際
競
争
激

化
に
伴
う
企
業
の
コ
ス
ト
削
減
圧
力
を
背
景
に
、

こ
れ
ま
で
の
間
、
雇
用
調
整
・
賃
金
抑
制
の
進

行
に
加
え
て
、
雇
用
・
労
働
分
野
の
規
制
緩
和

に
よ
る
非
正
規
労
働
の
増
大
、
更
に
は
年
金
・

医
療
・
介
護
等
の
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
綻
び
が
拡
大
す
る
な
ど
の
事
態
が
、
中
間
所

得
層
の
崩
壊
、
低
所
得
層
の
増
加
に
拍
車
を
か

け
、
デ
フ
レ
を
構
造
的
に
長
期
化
さ
せ
て
き
た
。

内
外
需
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
経

済
構
造
の
確
立
を

　

し
た
が
っ
て
、
政
権
交
代
を
果
た
し
た
鳩
山

政
権
に
は
、
こ
れ
ま
で
自
公
政
権
が
進
め
て
き

た
新
自
由
主
義
に
基
づ
く
「
効
率
と
競
争
」
最
優


